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２０１２年１１月１日 №１９８

ＪＲ東海労働組合新幹線関西地方本部

発行 小林 國博 編集 業務部

「大阪台車検査車両所における職場諸要求」に関する申し入れについて

１１月１日、業務委員会開催！

職場の実態とかけ離れた会社回答！
更なる職場改善を強く追及！！

１．基本要求

① 管理者による労働監視を直ちに止めること

【回答】労働監視ではなく、検修作業の品質向上、社員の労災防止、工程管理等を目

的とした必要な点検指導を行っている。

② 偏った要員配置を止め、技術継承のため要員のローテーション化を図ること

【回答】要員配置については、総合的な判断の上行っている。

③ 職階（主任・技術係・車両係）に即したＡ・Ｂ・Ｃ担務を配置すること

【回答】職名と実作業上の担務名は必ずしも対応していない。担務指定にあたっては、

その職場における一定の経験、知識、技能等を総合的に判断し操配している。

④ 始業点呼を修繕班と同様に新事務所棟で行うこと

【回答】変更する考えはない。

⑤ 新事務所棟のフラッパーゲート及び監視カメラを撤去すること

【回答】そのような考えはない。なお、６階に設置しているカメラはセキュリティの

確保を目的としたものである。

２．防暑防寒対策関係

基本要求として、作業環境向上のため各作業場を小部屋（ブース）化し冷暖房の

強化を図ること。経過措置として、以下の対策を施すこと

① 駅等で配置されているスポーツドリンク、冷却スプレー等を各作業場に配置する

こと

【回答】防暑対策は大阪台車検査車両所では、これまでも自販機・冷蔵庫の設置、全

員に対してネッククーラーの配布、スポットクーラーの新設を実施してきた
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ところである。今年度はこれらに加え冷水機をについても増設した。従って

「スポーツドリンク・冷却スプレー等」を配備する考えはない。

② 台検庫半透明屋根の断熱塗装を行うこと

【回答】現行通りとする。

③ 入検ラインの冷暖房強化と窓のブラインド設置及び断熱壁と天井を設置すること

【回答】現行通りとする。

④ 大修の移設については十分な冷暖房化対策を図ること

【回答】検討中である。

⑤ ブレーキ、台車組立ラインの冷暖房能力の増強を図ること

【回答】現行通りとする。

⑥ 組み込み前作業場の冷房を強化すること

【回答】現行通りとする。

⑦ 冷水機の増設及び浄水機能のついたものへの取替え。さらに製氷機を併設するこ

と

【回答】冷水機については、今年度自動洗浄機能のついたものへ取替えし、増設を行

ったところである。製氷機については現行通りとする。

⑧ 中修回転試験室横の「オアシス」に冷蔵庫を設置すること

【回答】現行通りとする。

⑨ 軸受検査室と格納庫を分離しブラインドの設置と、品質管理のため天井を設け温

度並びに湿度管理を行うこと

【回答】現行通りとする。

⑩ 現場「オアシス」に置かれている冷蔵庫を大型にすること

【回答】現行通りとする。冷蔵庫内は整理して使われたい。

３．設備関係

① 入検ラインの軸受の隙間測定装置の導入時期を明らかにすること

【回答】未定である。

② 台車組立装置の軸箱昇降装置を物が挟まらない構造にすること

【回答】現行通りとする。
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③ 枠検修、台車組立に集塵装置を設置すること

【回答】現行通りとする。

④ 人体に害のある有機溶剤のプライマー（ジンクロサビナイト）、トルク安定剤（ペ

ーストスプレー）の使用を止めること

【回答】現在の使用状況下においては問題ないと考えている。電蝕防止やボルト締結

に必要であり、使用を中止する考えはない。

⑤ 現在使用中の仮説トイレの使用期限及び新トイレの設置場所並びに使用開始時期

を明らかにすること

【回答】現時点では未定であるが、決まれば点呼等で周知する。

⑥ 新事務所棟から台検庫まで雨に当たらない通路を設けること

【回答】現行通りとする。

⑦ 新事務所棟近くに５０ｃｃ以上のバイクの屋根付き駐輪場を新設すること

【回答】現行通りとする。

⑧ 新事務所棟の詰所並びにロッカールームの一人当たりのスペースを広げること

【回答】現行通りとする。

⑨ 新事務所棟６階の男子トイレを増設すること

【回答】現状通りとする。

⑩ 新事務所棟６階の洗濯機及び乾燥機を増設すること

【回答】現状通りとする。

《若干のやりとり》

組合：大変残念な回答である。毎年同じような要求を繰り返しているということは、ほ

とんどが改善されないということである。

会社：当然予算のこともあるので，できることを改善している。意見聞いている。でき

る範囲でやっている。

1－①

組合：現場の状況をどれだけ認識しているかだ。

会社：新しい設備、作業マニュアル通りきっちり対応できるのか、立ち上がり等につい

て、確認・指導するために重点的に力を入れている。

組合：作業をしている人の近くで、何も言わずに管理者が立って見ている。声もかけず
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に。作業している人は何だと思っている。

会社：必要なところを点検している。

組合：ハンマーを振り上げと当たるような所に黙って立っている。危険なだけだ。

会社：個別のことはわからない。

組合：現場の作業とかけ離れている、コミュニケーションも無い。

会社：われわれは必要な作業ができているか点検しているだけ。作業には支障が無いよ

うにしている。

組合：黙って立っていて。黙って立ち去る。

会社：われわれが行ったら、大きな声で挨拶してもらっている。お互いコミュニケーシ

ョンだ、声をかけていやがる人もいる。

組合：黙って立っている、しかも危ない所にだ。やめること。

会社：社員の意見があることは聞いておく。

１－②

組合：一つは、固定化されている。技術の継承できない。二つ目、自分のものになる前

の若い社員に見習いが付いたりしている。

会社：適材適所、個人の能力などを考えて配置している。

組合：適材適所というが、技術継承はできているのか。

会社：バランスを見ながら配置している。台検職場は工場みたいな職場、技術継承を。

組合：一人だけ固定化されているという声もあるが、われわれの要求を聞き入れたのか。

会社：女性の配属は初めて、どういったことをさせるのか検討、まだ一年。固定とはい

えない。色んなことを経験してもらわないといけない。固定する気はない。

組合：公平にローテーションすること。

１－③

組合：前回までと変わらない。職階級の理由は何か。

会社：制度上のモチベーションとして。

組合：車両係がテスト合格でＢ担務をやっている。安い単価で労働密度が高いことをや

らせている。かといって次の年に昇進するかとかといえばそうでは無い。

会社：その逆もあるので。

組合：職階とリンクが現場では一番頑張っていける、頑張っても昇進しないではおかし

い。

会社：それは制度上のこと、認識されていることが正しいとはいえない。

組合：責任のみが重くなるような事はやめて、現場が頑張れるようにすべきである。

１－④

組合：変更する考えの無い理由は何だ。

会社：会社の指定したところでやってもらう。

組合：誰の判断で指定しているのか。
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会社：現場長だ。

組合：これはできない要求では無い。

会社：現行で不都合は無い。

組合：逆に事務所棟でやって何か問題があるのか。

会社：問題はないが、今指定していることがより良いと判断している。

組合：ＳＥＫさんにも迷惑をかけている。現場ではＪＲの点呼中は大きな音が出るよう

な作業を止められている。

会社：それで超勤が発生するとかなると問題だが、問題ない。

組合：それは皆でカバーしているから。迷惑をかけず、静かな事務所棟が最適ではない

か。

会社：それは決めつけである。耐えられないとか、特別な問題があるわけでは無い。

組合：作業時間との関係ではないのか。

会社：そういうことではない。現状では何か問題があるのか。

組合：点呼の充実性は事務所棟で行うことだ。

会社：要望は聞いておく。

１－⑤⑥

組合：６階のカメラはセキュリティというが、何に対してのものなのか。

会社：関係する社員すべてである。

組合：社員以外エレベーターに乗れない。６階にはカメラは必要ない。

会社：一重系で良いとはならない。会社としてしっかり考えてやつている。

組合：監視で何か役に立ったのか。

会社：監視でない。まさしくセキュリティである。

組合：運輸所でもロッカーの入り口にカメラがあり、会社はセキュリティというが、個

人のカバンが無くなっているが、役に立っているのか。

会社：セキュリティであり、それはいえない。

組合：駅などでもセキュリティのために設置というが、社員が写った動画を訓練で見せ

ている。監視だ。

会社：それは安全上でだ。

組合：会社はそんなことは言わない、セキュリティのためとしかいってない。

会社：詳しくは言わない。それも含めてセキュリティである。

組合：必要のない、監視のためのカメラは撤去すること。

２－①

組合：大きな２項目の最初も申し入れだが回答がない。ブース化する気はないのか。具

体的には輪軸みたいに。

会社：大きな２項目も含めて答えたつもりである。輪軸は作業環境、品質の確保という

観点でブース化した。

組合：冷水機を増設したとの回答だが、増設して何台になったのか把握しているか。
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会社：三台である。

組合：現場では不足している。更なる増加を要求している。

会社：現行で対処してほしい。

組合：現行では少ないとの声である。だからスポーツドリンクを配れないのか。

会社：基本は、口に入れるものは自分で用意してもらう。各自で用意しにくいミネラル

などはサプリを配っている。

組合：駅、保線では配っている。良い方に合わせるべきである。

会社：必要な作業環境にあわせて、冷水機も置いている。

２－②

組合：一部の屋根には塗ってあるが、塗ってある所は現在は物置になっている。断熱塗

装を強く要求する。

会社：塗装のみをいえばそうだが、設備含めて改良してきている。

組合：スポットクーラーはあるが、屋根を塗装すれば室温が２～３度下がる。

会社：今回は色々考えて、スポットクーラーを増した。

組合：塗装は経費がかかるだろうが、前向きに検討してほしい。

会社：熱中、猛暑対策はできるところから行っている。

組合：前回塗装したときのように、誰か倒れないとやらないのか。

会社：それは違う。できることからやっていく。しかし優先順位はある。

組合：スポットクーラーでは効果が弱い。

会社：全く効果がないわけではない。

組合：現場の声を重く受け止めること。

２－③

組合：改善すること。

会社：意見があることは聞いておく。

２－④

組合：検討中というがどういうことか。

会社：これから必要な機能を対策として実施するということだ。

組合：時期はいつだ。

会社：今やっている。終わる時期は、今年とか今年度とかわからない。

組合：ブース化は。

会社：正式には決めたわけでなく。案とかあるのは確かだ。

２－⑥

組合：モーター班のようにしてほしい。評判が良いので。

会社：意見があっのは聞いておく。今はスポットクーラー一台。
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２－⑦

組合：洗浄機能付きの冷水機を付けたのは良いが、水道水を見たことあるのか。同じ配

管から出ている蛇口の水は赤色で、手を洗うだけでも暫く水を出しているのが現

状だ。

会社：水質検査はやっていて問題は無い。

組合：検査する前に長い時間水を出して、きれいになった水を検査している。配管など

見たのか。

会社：そこまではわからないが、検査して問題はない。

組合：自動洗浄機能が付いた冷水機を置いたのはそのためか。

会社：もともと衛生管理のために内部を洗浄するためのもので、そういうためのもので

はない。

組合：製氷機を設置してほしい。

会社：不衛生にならないか、会社としても責任を持たないといけない。

組合：現場の強い要望だ。

２－⑧

組合：他の所にあると聞いているが、把握しているのか。

会社：５カ所、中修に無いのは把握しているが、他の所を使ってほしい。

２－⑨

組合：湿度管理をなぜ行うことと要求している理由がわかるか。今年の梅雨の時期に軸

受けに錆がでたからである。

会社：品質管理に必要となればやっていく。話は聞いている。

３－①

組合：計画していないのか。

会社：導入を含めて検討している。確定していないので伝える状況に無い。

３－②

組合：現在の対策は見たのか。

会社：見た。挟まらないようにカバーをつけた。

組合：改善のイメージはＲ組の軸昇降装置だ、かなり安全な構造だと聞く。

会社：防止するためのルールの徹底、設備改良。現行設備で、ルールを守ってもらう。

３－③④

組合：ブレーキ職場の有機溶剤は問題ないのか。

会社：メーカー等に確認して、現在の使用状況であれば安全であることは確認している。

本人の希望があればマスクを付けてもらうとか。

組合：これ以外に無いのかなど調べたのか。
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会社：これが今の状況では良いと判断している。

組合：他に有機溶剤を使用していないものは無いのか調べたのか聞いているのだ。

３－⑥

組合：庫７番線の工事の関係で、入り口付近で工事を行っているが、雨が当たらないよ

うに工事をする予定はないのか。

会社：検討はしているが、最終的ではない。

組合：現在使っている傘は直径６０センチの傘を使っている。幼稚園生ではない、大き

い傘にしてほしい。また、急な天候の変化で雨が降り出したときなどは傘も準備

していないので社員が濡れた事象もある。

会社：台検は昔の環境より良くなっているはずである。

３－⑦

組合：「現行通り」ということは、無理ということか。

会社：今現在の駐輪場は仮説であるが、新設に屋根がつくかまだ決まってない。

３－⑧

組合：新庁舎の台検ロッカールームは社員数が新事務所棟建設当時よりも人数が増え、

狭く感じている。一方、管理者や班長のロッカールームは一般社員と比べて広い

と聞いている。差別しているのか。

会社：差別しているわけではない。きちんと必要な基準に合わせて適切な配置をしてい

る。

組合：その基準とは会社の基準なのか。

会社：そうである。

組合：社員が狭いと感じているのである。

会社：管理者と差をつけたくてつけたわけではない。

３－⑨

組合：６階のトイレはいくつあるか知っているか。

会社：大便所は６階に３箇所。しかし他に１階など使用許可が出ている所があるのでそ

こを使ってほしい。

組合：６階にいる社員数からトイレの数を割れば足らないのははっきりしている。

会社：いろいろ考えての数である。将来的な社員数を考えての数である。

組合：それでも足りない。机上の空論で多くの社員が右往左往させられてはたまらない。

組合の案として、６階の女性用トイレを男性用として使用し、女性社員には９階

のロッカールームのある９階の女性トイレを使用していただく事はできないか。

会社：女性用トイレは女性トイレ用として使用する。

組合：切羽詰まった現場の社員の声が上がっていることを言っておく。新築の時、検討

不十分ではなかったのか、増設も含めて検討すること。
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会社：トイレが６階しかなければ問題であるが、他にもあるわけで問題ない。

３－⑩

組合：「現行通り」ということは、増設は無理なのか。

会社：社員のマナーの問題もあるし、社員で工夫してほしい。

組合：社員同士で上手く回すようにやっているがそれでも足らない。置くスペースがあ

るのだから設置できるはずである。

会社：意見があったことは聞いておく。社員同士で工夫してほしい。

以上


